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世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
原
城
周
辺
の
整
備
、
口

之
津
港
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
が
、
加
津
佐
前
浜
周
辺

整
備
も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
に
影

響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

全
く
影
響
が
な
い
と

は
言
え
な
い
が
、
各
地
域
の

特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
南
島

原
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
る
。

　
　
　
「
祈
り
の
像
」建
設
の

計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

先
日
そ
の
要
望
が

あ
っ
た
の
で
、
世
界
遺
産
関

連
と
地
域
振
興
計
画
全
体
構

想
の
中
で
盛
り
込
め
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

平
成
28
年
に
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ「
合

理
的
配
慮
」
が
公
的
機
関
は

義
務
、
民
間
事
業
所
は
努
力

義
務
と
な
っ
た
が
、
本
市
で

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

言
語
や
聴
覚

に
障
害
が
あ
る
方
の
た
め
に
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
専

任
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記

者
を
配
備
し
、
公
共
施
設
で

は
、
障
害
者
ト
イ
レ
や
ス
ロ

ー
プ
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
す
る
な
ど
、
障
害

の
あ
る
方
が
社
会
生
活
を
す

る
上
で
の
、
不
自
由
さ
を
解

消
す
る
た
め
の
配
慮
や
、
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

あ
る
程
度
の
配
慮
は

で
き
て
い
る
が
、
各
窓
口
で

対
応
す
る
職
員
に
対
し
て
は

指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

窓
口
対
応
の

職
員
に
対
し
て
は
、
毎
年
支

所
等
を
対
象
と
し
た
福
祉
担

当
者
合
同
会
議
の
時
に
、
気

配
り
や
対
応
に
つ
い
て
説
明
、

指
導
を
行
い
、
職
員
全
体
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
に
県

が
制
定
し
た
「
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

平
和
な
長
崎
県
づ
く
り
」
条

例
で
、
障
害
者
差
別
解
消
法

と
同
等
の
「
合
理
的
配
慮
」

提
供
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の

時
に
周
知
を
図
っ
た
。

　
　
　

協
議
会
な
ど
で
、
障

害
が
あ
る
人
た
ち
の
意
見
を

聞
く
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
障
害

者
の
自
立
支
援
協
議
会
を
組

織
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
障

害
者
差
別
解
消
法
が
求
め
る

差
別
的
行
為
の
禁
止
、
あ
る

い
は
合
理
的
な
配
慮
の
提
供

等
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
。
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各
支
所
の
和
式
・
洋

式
の
比
率
は
。
又
、
今
後
の

整
備
の
予
定
は
。

　
　
　

庁
舎
の
洋
式
ト
イ
レ

の
比
率
は
約
33
％
だ
が
平
成

29
年
度
の
有
家
庁
舎
改
修
工

事
の
際
に
一
部
洋
式
化
を
図

る
。
改
修
後
の
洋
式
ト
イ
レ

の
比
率
は
約
45
％
と
な
る
。

　
　
　
　

４
校
の
小
中
学
校

に
お
い
て
は
１
，
７
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
洋

式
ト
イ
レ
が
足
り
て
な
い
と

思
う
が
。

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
会
場
と

な
る
社
会
体
育
施
設
の
中
に

は
、
和
式
ト
イ
レ
の
み
の
施

設
が
あ
り
、
利
用
者
の
方
に

不
便
を
か
け
て
い
る
。
今
後

は
順
次
洋
式
に
変
え
て
い
く
。

　
　
　

和
式
ト
イ
レ
が
い
い

と
言
う
方
も
お
ら
れ
る
の
で

残
し
つ
つ
お
願
い
し
た
い
。

又
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
も
設

け
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

あ
の
広
い
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

の
男
子
ト
イ
レ
に
た
っ
た
１

基
し
か
な
い
の
で
、
行
列
が

出
来
る
の
は
あ
た
り
ま
え
だ

と
思
う
。

　
　
　
　

コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

は
８
０
０
名
ぐ
ら
い
の
人
が

集
ま
る
施
設
な
の
で
今
後
努

力
し
た
い
。

　
　
　

何
人
か
の
保
護
者
か

ら
、
子
供
に
対
す
る
接
し
方

が
な
っ
て
い
な
い
と
怒
り
の

電
話
が
あ
っ
た
。現
場
に
行
っ

て
指
導
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　

と
て
も
残
念
に
思

う
。
具
体
的
に
わ
か
れ
ば
指

導
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

い
じ
め
問
題
も
学
校

側
は
隠
そ
う
と
す
る
の
で
よ

く
指
導
を
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　

計
画
的
、
又

は
必
要
に
応
じ
て
学
校
現
場

を
監
察
・
指
導
し
て
い
る
。

ま
ず
は
い
じ
め
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
味
で
調

査
を
し
、
再
発
し
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
　
　

今
期
の
退
職
者
の
数

と
新
規
採
用
者
は
何
人
か
。

　
　
　

定
年
退
職
が
13
人
、

自
己
都
合
に
よ
る
退
職
が
数

名
で
、
平
成
29
年
度
に
採
用

予
定
の
職
員
は
11
人
。

　
　
　

技
術
者
が
足
り
な
い
。

　
　
　

昨
年
度
は
建
築
士
を

一
人
、
今
年
度
は
土
木
職
を

一
人
採
用
し
た
。
今
後
も
技

術
者
の
採
用
に
努
め
た
い
。

　
　

　

井上末喜議員
市長 /今後努力していき
　　　たい

公共施設ト
イレの洋式
化を

公共施設ト
イレの洋式
化を

学
校
教
育
課
長

公
共
施
設
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
学
校
現
場
の

先
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て

世
界
遺
産
に
つ
い
て

施
政
全
般
に
つ
い
て

障
が
い
者
福
祉
の
充

実
に
つ
い
て

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
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